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量子技術をめぐる諸外国の動向 グローバルでの産業化コンソーシアム立上げ状況

2018年9月 2021年4月 2021年6月 2021年9月

QED-C (Quantum Economic Development Consortium）

QuIC (European Quantum Industry Consortium）

QUTAC
(Quantum Technology & Application Consortium）

未来量子融合フォーラム

Q－STAR

UKQuantum

技術、ユースケース。政策・法整備・
標準化、人材育成 など 6部会
(会員１７０）

技術、ユースケース。政策・法整備・
標準化、人材育成 など９部会
（会員 約１30）

量子（通信、コンピューティング、センサ）の国際標準化研究と共同PJ,
ユースケースの事業化モデル発掘、人材育成

量子コンピューティング、アプリ開発と実装
(創立会員 １０）

※9/20設立/TBD
（創立会員 １０）

9/1設立
（創立会員２４）

<QED-C Steering Committee >
SRI, Boeing, Cold Quanta, 
QC Ware, Zapata Computing, DOE, 
IBM, Google, Qubitekk, NIST

※青字下線＝スタートアップ、ベンチャー

米国は既に3年前に設立、現在の運営にはスタートアップやベンチャー代表も参加

Q-STAR調べ
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世界の主な量子関連団体

全世界において量子関連団体の設立が近年増加傾向にある

量子ICTフォーラム, 27

QIH, 8

QPARC, 36
Quantum Internet Task Force, 32

未来量子融合フォーラム, 82

QASS, 27

QuIC, 134

Q-STAR, 42

QX Project, 8

QII, 14
QEDｰC, 216

QIC, 21 CQE, 36

QUTAC, 10

QIC(Canada), 28

QUANTIC, 8

QCommHub, 49

Q-STAR調べ（団体名、会員数）
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量子関連団体の傾向
世界的に産業化を意識した量子関連団体の設立が顕著

Q-STAR調べ（団体名、会員数）
©2022 Q-STAR, Quantum STrategic industry Alliance for Revolution
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量子技術をめぐる諸外国の動向 -米量子技術投資状況-

量子コンピューティングへの投資は、2020年に
ほぼ3倍になり、2021年にさらに増加見込み

出典︓ボストンコンサルティング調べ（https://www.bcg.com/ja-jp/publications/2021/building-quantum-advantage）

今後15~30年間で4,500~8,500億ドルの価
値を生み、今後3~5年後に50~100億ドルの
価値がユーザー、プロバイダに生まれる見込み

シミュレーション 最適化 機械学習 暗号化



7©2022 Q-STAR, Quantum STrategic industry Alliance for Revolution

2025年︓2,600億~1兆5,600億円、2030年︓5,200億~3兆6,400億円の市場予測

世界量子コンピューティングの市場規模予測

出典︓McKinsey & Company The Quantum Technology Monitor 
https://www.mckinsey.de/~/media/mckinsey/locations/europe%20and%20middle%20east/deutschland/news/presse/2021/2021-09-
22%20quantum%20technology%20monitor/mckinsey_quantum_technology_monitor_2021_vf.pdf
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国内量子コンピューターの市場規模予測

2025年には550億円、2030年には2,940億円に達する見通し

出典︓矢野経済研究所 https://www.yano.co.jp/press-release/show/press_id/2803
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先行する諸外国の量子コンピューター動向

＊１IONQは、量子コンピュータの初のベンチャー企業としてニューヨーク証券取引所に2021年10月に上場。推定初期評価額は20億ドル。
出典 ＊２︓IBM https://www.ibm.com/blogs/think/jp-ja/ibm-quantum-roadmap/ ，＊３︓imagazine︓https://www.imagazine.co.jp/google-quantum202105/

＊４︓Honeywell︓https://www.honeywell.com/us/en/press/2020/03/honeywell-achieves-breakthrough-that-will-enable-the-worlds-most-powerful-quantum-computer
＊５︓IOQN︓https://ionq.com/posts/december-09-2020-scaling-quantum-computer-roadmap，
＊６︓livedoor news https://news.livedoor.com/article/detail/20572413/

量子コンピュータ―プロバイダは、今後の重要なマイルストーンを設定するロードマップを発表
企業 国 公表中のロードマップ

IBM 米 2021年︓ 127Qubit → 2022年︓433Qubit →
2023年︓1,121Qubit → 以降1K~1MQubit（時期不明）*2

Google 米 2029年までに1MQubitの大規模なビジネスおよび科学的計算をエラーなく実行できる商用量子コンピュータを
開発*3

Honeywell 米
2020年︓10Qubit（量子ボリューム128）
→ 2021年︓10Qubit（量子ボリューム512）
＊2020年以降、性能を毎年10倍ペースで上げ、2025年には10万倍高速にする*4

IONQ*1 米 2021年︓22Qubit → 2025年︓64Qubit → 2026年︓256Qubit →
2027年︓384Qubit → 2028年︓1024Qubit *5

Pasqal
*スタートアップ 仏 2021年︓100Qubit → 2023年︓1,000Qubit *6
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Q-STARにおける量子レファレンスアーキテクチャモデル（QRAMI）の定義
QRAMI（Quantum Reference Architecture Model for Industrialization）

将来の量子技術関連の産業をビジョン化し、共通言語として活用

Business ビジネスモデル、規制

Functional ビジネスプロセス、サービス・機能明・・・

Information データモデル、イベントモデル

Communication 通信モデル（プロトコル）

Integration Assetの統合

Asset（incl. labor) HWコンポーネント、人材

超多業種間、業種内バリューチェーンでの超大量
Functionの最適な機能接続Interface
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最適化・効率化ユースケースやセキュアユースケースが拡大・展開

【５年後の目標QRAMI】 アニーラおよび量子暗号通信が進展

QRAMI2026（5年後）
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5年後のQRAMI（Business/Interface/Functional/Information）
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5年後のQRAMI（Communication/Interface/Asset）
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参考︓【10年後の目標QRAMI】 NISQが産業化

最適化範囲が広域・リアルタイム化しクロスインダストリでのユースケースも拡大

参考︓
QRAMI2031（10年後）
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参考︓【30年後の目標QRAMI】 汎用量子計算機が登場

新素材・創薬やシミュレーション手法にイノベーション

参考︓
QRAMI2051（30年後）
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5年後の展望とポイント

■世界最先端の量子Societyを実現
①主要先進国人口の5-10%、日本では1,000万人が量子技術を使用
②量子技術への転換を加速させるためのユニコーン企業が台頭
③量子のグローバリゼーションの実行推進
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5年後の姿（サマリ①）

 主要先進国人口の5-10%、日本では1,000万人が量子技術を使用
 量子アプリケーション＆量子インスパイヤ―ドアプリケーション合計で
人口の5-10%の利用者獲得を目指す

量子技術への転換期を創出
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5年後の展望（利用人数）

①世界主要先進国で人口の5-10%、日本では約1,000万人が量子技術を使用
1990年初頭のインターネット創世記には利用者率が人口の5-10%到達以後、飛躍的に利用者が伸長した
事実がある。量子技術においては、「量子であることを意図せずに活用する利用者を5年後には先進諸国で
人口の5-10%、日本においては1,000万人を突破させる」事を目指し、更に幾何級数的拡大へ繋げる。

ユース
ケース
例

• 新規機能材料の探索
• スマートファクトリ（既存工場の最適化）
• スマートグリッド（電力最適配分/
エネルギーミックス組み合わせ探索）

• マルチモーダルシェア/MaaS
• ポートフォリオ最適化/リスクマネジメント
• 災害対策（早期警報、避難経路の最適化）

ユース
ケース
実現へ
の施策

• テクノロジー開発加速（投資強化による性能向上、ベンチャー投資、人財育成、ユースケース実証）
• 様々なユースケースを実証可能なオープン・テストベッド整備
• 最適なコンピューティング手法を意識せずユーザーがOne Stopで課題解決ができる環境整備
• 国内各コンソーシアム、国プロとの連携強化
• ベンダー、ユーザー、テストベッド利用環境も含めた共通モデル創出に向けた仕組作り
• ハイブリッドコンピューティング技術の検討

• 最適商品リアルタイムリコメンド
• セキュアビデオ会議
• IOTファイナンス
• セキュア通信ビジネス
• 交通ICT

※世界量子コンピューティングサービスの市場規模予測
2025年︓40億ドル、2030年︓260億ドル見通し（Quantum Daily）
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（参考）主要国のインターネット利用者率 推移

出典︓社会実情データ図録 http://honkawa2.sakura.ne.jp/6300.html

特に先進諸国においては利用者率が5-10%を超えると普及が爆発的に加速

0→5%まで
5年間超 >5%/年

で伸長
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5年後の姿（サマリ②）

 量子技術への転換を加速させるためのユニコーン企業が台頭

評価額が10億ドル（約1040億円）を超える
未上場のスタートアップテクノロジー企業が
牽引し、ベンチャー企業の量子参画を活性化
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5年後の展望（ユニコ―ン企業）

②量子技術の産業浸透を加速させる量子ユニコーンが台頭

量子技術の産業浸透を加速させるためには、ベンダーのみならず、各分野のユーザーとしてのユニコーン企
業の台頭が重要なキーとなる（目標３社）。

• ユニコーン企業は、必ずしも大企業だけでなく、大学、ベンチャーなど量子技術を用いた産業化のス
テークホルダーで構成する

• 政府系ファンド、リードインベスター、金融機関が協力して設立・支援し、ビジネス拡大に邁進する
• 自発的に量子技術の活用に取り組み、有用なユースケースを創出することで、量子の産業化を促
し、市場の急速な立ち上がりを目指す

• 量子への国際投資競争が激化する中で、ユニコーン企業台頭が日本の知財戦略明確化、国際競
争力確保に寄与する

• ユニコーン企業の台頭が量子産業へのベンチャー企業参入を活性化させる
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（参考）ユニコーン企業数の国際比較

出典︓内閣官房成長戦略会議事務局 https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/seicho/seichosenryakukaigi/dai8/index.html

米国274社、中国123社、欧州67社に対し、日本は4社に留まる

 プリファードネットワークス（深層学習）
 スマートニュース（ニュースアプリ）
 リキッド（仮想通貨）
 プレイコー（モバイルゲーム開発）

（且つ創業10年以内）
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5年後の姿（サマリ③）

 量子のグローバリゼーションの実行推進

量子技術および量子技術を応用した世界規模の
システム・ソリューション構築に日本が主要な役割を果たす
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5年後の展望（グローバリゼーション）

③量子のグローバリゼーションの実行推進

量子技術の革新によって従来の国や地域といった垣根を超え、量子技術および量子技術を応用した
システム・ソリューションが世界規模で拡大する

• 経済のグローバル化加速に伴い、純国産技術にこだわらず、国際協調によって量子技術の進展や
実用化を加速させる
（海外との共同実証スキーム実施や、連携加速や海外との共同開発等）。

• グローバルスタンダードな量子システムソリューション構築のためにリファレンスアーキテクチャーとして
QRAMIのデファクトスタンダード化を推進。
世界で活用してもらう事で、QRAMIで可視化されたユースケースを構築する。

• 国際標準化機関にてテクニカルコミッティ(TC)を立上げ、Q-STARが主導で標準化を議論する。
• 知財管理、輸出管理について政府間協議や世界各地域のコンソーシアムとの議論を通じて共通
ルール化を実現する。
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政府への主な期待・要望①

政策

政府主導によるインフラの統括的な整備 ・「デジタル政府基盤」/「新産業創出基盤」の構築
・「学術ネットワーク基盤」の実現

政府がアーリーアダプタになる事での需要喚起 ・潜在するニーズに対する投資判断の加速

政府間交渉を含めたグローバリゼーションの
フレームワーク作り

・G2G、B2Bの2トラックの機会
・多国間とのフレームワーク・標準化の土台作り
・QRAMIデファクトスタンダード化

制度

量子コンピュータ開発ベンチャー創出プログラムの
強化

・ベンチャー企業（ユニコーン企業）創出に向けた支援体
制強化
・VCや産業界など外部資本の受け入れ支援

量子人財育成プログラムの強化
（海外との人材交流含む） ・量子システム人財、量子アルゴリズム研究者等の育成

多くのユーザ企業が参加しやすいような制度での
国プロ運用

・マッチングファンド型PJ等で量子特例での費用負担無し
or最小限化

量子技術の安全保障観点でのガイドライン等の
構築

・輸出管理／知財管理の整備
・政府間協議や各コンソーシアムとの議論を通じた共通
ルール化



27©2022 Q-STAR, Quantum STrategic industry Alliance for Revolution

政府への主な期待・要望②

政府
予算

量子コンピュータ開発投資の強化・予算化 ・IBMロードマップ（1KQubit超@2023年）を凌駕する目
標の設定

テストベッド構築支援および使用予算の確保 ・多くのユーザー企業が参画し、ユースケースを探索／創出す
る為のテストベッドの充実

日本の強みであるイジングマシン＋他コンピュー
ティング技術の融合支援

・将来日本がコンピューティング技術で先行していくため、社会
課題視点でみたハイブリッドコンピューティングの推進

長期的な標準化人財・費用のサポート ・グローバルな標準化活動を日本が推進していくため、国を挙
げての人財の確保および活動費用の支援

ユニコーン企業／スタートアップ支援 ・量子業界参入促進のための、政府系ファンド含めた資金の
支援

税制
税制優遇による、HW開発やサービス創出加速

・量子産業への投資負担軽減化による参入企業（ベンダ／
ユーザ）の活性化イノベーション製品・サービス導入企業に対する

優遇税制等による、初期需要の喚起
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